
MUSEUM TOPICSミュージアム トピックス

浅川巧生誕百二十年

浅川伯教・巧
兄弟の心と眼
―朝鮮時代の美―

新しい美の発見
　それまで見向きもされなかった“李朝”―朝鮮
時代の陶磁器や工芸品が、1920年代以降にわ
かに注目を浴び、多くの陶芸家、愛陶家、研究者
らを魅了しました。その過程で先駆的な役割を果
たしたのが、浅川伯教（1884～1964）・巧（1891～
1931）の兄弟です。
　1913～14年に朝鮮半島へ渡った二人は、現地
で暮らし、伯教はまもなく朝鮮陶磁研究の第一人
者とみなされ、また弟の巧も、陶磁器および朝鮮
の木工品について先駆的な名著を残しました。
兄弟は柳宗悦（1889～1961）にも大きな影響をあ
たえ、それがのちの「民藝」誕生へとつながること
にもなります。
　戦後、浅川兄弟はながく忘れられたままでし
た。本展は、浅川兄弟や柳宗悦が選び抜いた名
品をはじめ、ご遺族からの寄贈品、伯教の絵画や
陶芸作品、柳自筆の原稿など約200点を通して、
近年再評価の気運が高まる浅川兄弟の事跡を、
はじめて体系的に紹介するものです。朝鮮の文
化や芸術を心から理解し、愛し、朝鮮工芸に対す
る優れた鑑賞の眼をそなえた浅川兄弟。本展は
その全体像を示し、その真価を問う大きな契機と
なることでしょう。

第1章　浅川伯教・巧の心と眼
　1910年の日韓併合後、13年にまず伯教が、その翌年に巧
が朝鮮に渡りました。おそらく兄弟もまた、新天地にあらたな
生活の場を求めたのでしょう。小学校の教師となった伯教
は、はじめは朝鮮の地に違和感を感じますが、道具屋の電
灯のもとに置かれていた白い大きな壺を目にしたことから、朝
鮮白磁の世界へ足を踏み入れることになりました。そして、朝
鮮時代の陶磁をはじめて時期区分する、画期的な論文を
発表します。
　一方の巧は、朝鮮総督府の林業試験所に勤務しつつ、
木工品の膳を美術工芸品として取り上げた著作や、また各
種陶磁器の名称と用途とを解説した著作を残します。ただ
残念ながら、肺炎のため1931年に急逝しました。
　浅川兄弟は、朝鮮在来のものを大切にしようとしたことが

おおきな特色としてあげられ
ます。

第2章　朝鮮民族美術館の設立
　そのようなかれらは、「人々に朝鮮の美を伝え」（柳宗悦）
るため、1924年に京城（現ソウル）に、美術工芸品のための
朝鮮民族美術館を設立します。日本民藝館より12年も早い
開館となりました。柳は資金集めのために講演会や音楽会
を開き、また巧は、すでに数年に
わたって収集していた工芸品を
提供し、給料をすべてそこにつぎ
込むようなこともありました。ここに
は、朝鮮の人たちの生活に付随
し、生活の道具であったものは何
でも集められていたといいます。 

第3章　浅川兄弟が愛した朝鮮陶磁
　浅川兄弟が朝鮮半島に渡ったころ、朝鮮時代の陶磁器
はあまり評価されていませんでした。それにたいして伯教は、
朝鮮陶磁には独自の美しさがあり、むしろこれこそが朝鮮民
族固有のものを表出していると主張しました。さらに伯教は、
「支那のものは理性が勝って居るが朝鮮のものは人情味が
勝って居る」、「暖かき力と呼吸」を感じるといい（浅川伯教
「李朝陶器の価値及び変遷に就て」『白樺』1922年9月号.2
頁）、巧もまた、水滴を手に収めれば「温まりを感ずる気がす
る」、「陶工等が規則を忘れて自由に手を伸ばして作ったも
のにのみ美しい作がある」といいます。二人は朝鮮陶磁のな
かに、作為を排した素朴な暖かさを見てとったのでしょう。
　朝鮮民族美術館は、そののち
浅川兄弟が管理していました
が、戦後の1946年に伯教はその
収蔵品と自身の収集品を、韓国
側に渡したといいます。
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主催：大阪市立東洋陶磁美術館／読売新聞社／美術館連絡協議会

特別展

浅川伯教筆　　朝鮮陶磁写生図　紙本墨画　大阪市立東洋陶磁美術館（鈴木正男氏寄贈）

白磁壺　
大阪市立東洋陶磁美術館（鈴木正男氏寄贈）

青花窓絵草花文面取壺　
大阪市立東洋陶磁美術館（安宅昭弥氏寄贈）
浅川巧旧蔵
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青花辰砂蓮花文壺
大阪市立東洋陶磁美術館（安宅英一氏寄贈）　浅川伯教旧蔵

伊藤純氏（大阪歴史博物館学芸員）
李王家博物館と浅川巧―浅川巧の朝鮮文化理解の出発点―
大阪市立東洋陶磁美術館・地下講堂（定員80名・先着順）

記念
講演会Ⅱ

特別
講演会

講 師
演 題
会 場

講 師
演 題
会 場

伊藤郁太郎（当館名誉館長）
浅川兄弟と韓国陶磁（仮題）
大阪市立東洋陶磁美術館・地下講堂（定員80名・先着順）

14:00～16:00
（13:30より開場）

6月4日（土）

14:00～16:00
（13:30より開場）

6月18日（土）

青花鉄砂葡萄栗鼠文壺　
日本民藝館　朝鮮民族美術館旧蔵

東洋陶磁美術館東洋陶磁美術館
大阪市北区中之島1-1-26（大阪市中央公会堂東側）

http://www.moco.or.jpホームページ
06-6223-0055電話 06-6223-0057FAX

月曜日、7/19（火）
（7/18（祝）は開館）

休館日

午前9時30分～午後5時
（入館は閉館の30分前まで）

開館時間

一般1,000（800）円、高大生600（500）円
（　）内は20名以上の団体料金
・身体障害者手帳、ツルのマーク付健康手帳、
  大阪市敬老優待乗車証などをお持ちの方、
  中学生以下は無料

料　金

■京阪中之島線「なにわ橋」駅下車すぐ
■地下鉄御堂筋線・京阪本線「淀屋橋」
■地下鉄堺筋線・京阪本線「北浜」
　各駅から約400ｍThe Museum of Oriental Ceramics,Osaka

INFORMATION
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